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著者は海産硬骨魚の一種である Ophidiidae科の Genypterus blacodes (キングクリップ)の体表面
粘液にマウス赤血球を凝集する成分のあることを認め，この作用本体を硫安分画，イオン交換クロマ卜
グラフィー及びゲ〉レ炉過を用い単離した。(以下，本物質を G. blacodes レクチンと呼ぶ。)
C. blacodes レクチンの物理化学的性質
このものの分子量はゲ、ノレ炉過により 32 ， 000 ， 2- メノレカプトエタノール存在下SDS-PAGEでは 8， 000




G. blacodes レクチンはマウス ウサギ及びヒ卜赤血球を凝集したが，ラット及びヒツジの赤血球は




G. blacodes レクチンの赤血球凝集に対し強い阻害作用を示したアシアロオロソムコイドを 125 1 で標
ロu? ?? ?
織し，このものと G. blacodes レクチンとの結合実験を行った。その結果 レクチンはアシアロオ口ソ
ムコイドに可逆的に結合し，その最大結合量は約1.8 mol/ mol，その解離定数は約1. 1x10-8 Mであ
った口結合反応には，赤血球凝集作用と同様， Ca2 + イオンを必要とした。
その他の生物活性
一部のレクチンにはリンパ球活性化能や受精阻害作用などの生物活性を有することが知られている o
G. blacodes レクチンについてもこれら 2 つの作用について検討した。その結果，
1) G. blacodes レクチンはマウス牌リンパ球 (T 細胞)に対し強い活性化能を示した。 2 メルカ
プトエタノール処理により失活したレクチンは intact なレクチンのみならず， concanavalin Aや li­
popolysaccharide のリンパ球活性化能を阻害したが， A 23187 の作用は阻害しなかった。
2) G. blacodes レクチンはマウス体外受精系において卵の受精能を消失させ，精子に対し凝集作用を
示した。
論文の審査結果の要旨
Geny?erus blacodes (キングクリップ)体表面粘液よりレクチンを単離し， G. bl acodes レクチ
ンと命名した。 G. blacodes レクチンの分子量はゲル炉過で、は約 32.000. 2 メルカプトエタノーノレ存在下
SDS-PAGEでは約 8， 000 と算定した。また乙れは赤血球凝集作用発現 i乙 Ca2十イオンを必須とする乙と，
アシアロオロソムコイド可逆的に結合し，最大 1.8 mol/mol結合しその解離定数は約1.1x10- 8 Mで
あること，マウス牌リンパ球に対し幼若化作用を示すこと，マウス体外受精系において卵の受精能を消
失させ，精子凝集させること等の諸性質を明らかにした。依って本論文が薬学博士としての価値あるも
のと認める。
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